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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公表番号】特表2003-506378(P2003-506378A)
【公表日】平成15年2月18日(2003.2.18)
【出願番号】特願2001-514342(P2001-514342)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 491/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/127    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4745   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 491/22    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/127   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4745  　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年2月5日(2011.2.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【特許請求の範囲】
【請求項１】 次式：
【化１】

（式中、Ｒ１はＨ、ＮＯ２、ＮＨ２、Ｎ３、ハロゲン、カルボキシル、Ｃ１－１６アルキ
ル基、Ｃ１－１６アルケニル基、Ｃ３－８シクロアルキル基、Ｃ１－８アルコキシル基、
アロキシル基、ＣＮ、ＳＯ３Ｈ、Ｃ１－８ハロゲン化アルキル基、（ＣＨ２）ｎＮ（Ｒ７

）２、ヒドロキシル、ＳＨ、ＳＲ８、カルボニル基、Ｓｉ（Ｒ１０）３である。；ここで
、Ｒ１基はそれぞれ、９、１０、１１または１２位に位置し；Ｒ７はＨまたはＣ１－８ア
ルキル基であり；ｎは１～８の整数であり；Ｒ８はＣ１－８アルキル基またはフェニル基
であり；Ｒ１０はＣ１－４アルキル基であり；ＸはＨ、Ｃ１－８アルキル基、Ｃ１－８ア
ルケニル基、Ｃ１－８アルコキシル基、アロキシル基、Ｓｉ（Ｒ１１）３基、またはＣＨ

２ＮＺＹである。；かつ、式中、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６は独立して、Ｈ、
Ｃ１－１２アルキル基、Ｃ１－１２アルケニル基、ＣＯＯＨ、ＳＯ３Ｈ、ＣＮ、ＣＦ３、
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ＣＣｌ３、ＣＨ２Ｆ、ＣＨ２Ｃｌ、ＣＨＦ２、ＣＨＣｌ２、ＯＨ、ＯＲ１２、Ｎ３、ＮＯ

２、Ｎ（Ｒ１３）２、カルボニル基、ハロゲンである。ここでＲ１１はＣ１－４アルキル
基であり；ＺおよびＹは独立して、Ｈ、Ｃ１－４アルキル基、またはＣ１－４ハロゲン化
アルキル基であり；Ｒ１２はＣ１－８アルキル基、Ｃ１－８アルケニル基、または芳香族
基であり；かつ、ここで、Ｒ１３はＨまたはＣ１－４アルキル基である。）を有する芳香
族カンプトセシンエステルであって、ここで、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６のうち少な
くとも一つはＨでないことを特徴とする芳香族カンプトセシンエステル。

【請求項２】 前記Ｒ１は水素であり、かつ、Ｘは水素である、請求項１記載の芳香族カ
プトセシンエステル。

【請求項３】 前記Ｒ１は９－ＮＯ２であり、かつ、ＸはＨである、請求項１記載の芳香
族カプトセシンエステル。

【請求項４】 前記Ｒ１は９－ＮＨ２であり、ＸはＨである、請求項１記載の芳香族カプ
トセシンエステル。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　　【０００９】
【発明の実施の態様】
　本発明は新規なカンプトセシン誘導体に関する。これらのカンプトセシン誘導体は、好
ましくは水不溶性芳香族カンプトセシンエステルである。この芳香族カンプトセシンエス
テルは、好ましくは次式（Ｉ）を有する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　エステルの活性はその側部芳香族環の置換基に関連していることである。その側部芳香
族環にニトロ基を有するエステルは、他のものよりもより活性である。ＣＺ１７６および
ＣＺ２２２などのその側部芳香族環にいかなる置換基も有しないエステルは、いかなる活
性も示さない。すなわち、本発明のエステル間の活性相違は、その側部芳香族環の異なっ
た置換基による。
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